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一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 

令和７年第３回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 

１.環境美化ゴミ

問題について 

【趣旨説明】令和３年９月・令和４年３月・令和４年１２月と度々、広くゴミ問題

について質問させていただいております。 

多くの町民の皆さんが、ペットボトルや袋に包まれたごみを回収している姿を目

にしているおかげで、かなり町内の美化は保たれていると思いますが、相変わら

ず心無い方々のポイ捨て行為はなくなりません。 

私も体をわずらい、日々のごみ拾いウオーキングはできなくなりましたが、相変

わらずのポイ捨てゴミの多さに見て見ぬふりはできず、週に１回、軽トラにてコ

ースを決めてポイ捨てゴミを回収しています。又、ポイ捨てゴミを回収していた

だいている仲間たち、（ポイ捨てゴミ拾い隊）においては、月に１回ですが、５号

地・武豊港周辺・体育館周辺など特に定期的に多く捨てられている地区を回り、

回収しています。 

今回９月定例会においても地域の良好な環境保全に対する本町の取り組みの進捗

状況について質問させていただきます。 

前にも述べましたが、本町には『武豊町空き缶等ごみ散乱防止条例』が制定され

ており、町民・事業者・土地所有者・町が一体となって環境の美化を図り、快適な

生活の確保のため、それぞれの責務が明記されております。また、第６次総合計

画の生活環境の分野の基本方針の中で「まち全体で環境美化の意識が高まり、き

れいで衛生的な環境が保たれているまちを目指します」として、２つの取組方針

が示されています。「ごみのポイ捨てや不法投棄を未然に防止するため、地域ぐる

みの清掃活動やパトロールを推進すること。」ならびに「既存の清掃活動の支援を

継続するとともに、新規活動・活動団体の発掘を行うこと。」となっています。 

住民の皆さんと協働しながら町の環境美化に努めていく大変素晴らしい施策方針

と思います。 

しかしながら一部の日本人も心無い方がいると思いますが、企業における外国人

就労者は、年々増えています。日本全体では、３８０万人を超えたとも報道され

ています。愛知県やこの武豊町には何人いるのでしょうか。年々増加しているこ

とは間違いありません。 

当時とは、月日もたち新鳥羽町長に変わったわけですが、方針は変わってないの

か、どんな対策を遂行しているのか、進捗状況や現在の問題点など以下質問しま

す。 

 



【質問事項】 

① 外国人就労者（武豊町住民）は何人ですか。 

② その方たちのごみ出しルールの周知はどのように行っていますか。 

③ 新規活動・活動団体の進捗状況は。 

④ 清掃活動をしていただいている支援体制の現状は。 

⑤ 公害防止協定を締結している企業は、私が初めてゴミ問題を質問した、令和３

年９月以降増え何社になったか、また毎年新しい就労者が増えると思うが、定

期的に各国の就労者が分かるようチラシ等就労者に配っていただけるような、

啓発啓蒙活動をしているか。 

⑥ 私が回収している地域では、特に通勤時にポイ捨てしていると思われる県道小

鈴谷線の嶋田交差点付近や榎戸大高線・嶋田高代線・衣浦小学校から武豊高校

間の農道など、ごみが多いがこの辺を徹底した、注意喚起を促す看板などを作

って、各国々の方が分かる言葉で、各場所場所に建ててほしいが、いかがか。 

⑦ ポイ捨て禁止条例を制定している全国自治体をみてみると厳しい罰則や罰金

を作って、抑止を図っているところもかなりあるが、新町長に変わった今、過

料や罰金のある条例制定に対する考えは。 

 


